
職種 意見

MCSは利用したことがないが連絡ノートを使っていたことがある。普段からの連携をとることが大
切。電話は時間がとられるのでメールを使用している。

出来ないことはできない。できなくてもいい。

新田医師は準備をすごくされている。事前に患者さんと家族に輸液をしない事、急変する可能性
がある事を説明されている。それが大事である。

【新田医師】CMはチームの監督。予後を聞いてよい。顔の見える連携。食べることのサポートとし
て歯科に入ってもらっている。具合が悪い人は、冷たいものなど入る。

歯科医師 歯科なので看取りはなかなか出会わない。飲み込めない、嚥下障害→最後の望み

独居の看取りの勉強になった。同意の必要性を感じた。

独居の方でも看取りができる。

看取り経験あり。点滴をしないで笑って亡くなられたのは良かった。多職種で支援した。

訪問看護をしている。「そうだね」という感じ。苦しみとは現実と希望との開きということがわった。
その気持ちに寄り添える看護をしていかないといけないと思った。こんな話を聞くと、こういったこ
とを心に留めておかないといけないんだと思った。あと、”北九州は8.7％しか在宅でなくなってい
ない”ということにびっくりした。

ものわすれ外来で支援している。認知症の独居の方が多い。症例に認知症の方がいらっしゃった
ので・・・。家族から、「いつまで一人暮らしできますか？」とよく聞かれる。私は「薬の管理ができる
まで」と言っていたが、「（今日の話を聞いて）ずっと居れるんじゃ？」と思った。家族が容認してい
ることが分かっているのであれば、生活の場を変えなくてもいい？と思った。私も一人暮らしなの
で、（先々を）心配していたが、今日のお話を聞けて良かった。

独居看取りは、年間５件くらい（看取り件数：年間35件くらい）。新田医師の話の中で、「PPI」の予
後予測を使ってみたいと思った。最期の数日から１週間なら、仕事を休んで付き添える方もいる。

研修会への参加奨励。MCSの活用によりケアマネジャーの仕事が減る。
例えば、在宅ナースとして、費用を日中３万円、宿泊６万円と設定し実施している所もある。

独居看取りは、年間５件くらい（看取り件数：年間35件くらい）。新田医師の話の中で、「PPI」の予
後予測を使ってみたいと思った。

社会人１年目で、祖父を看取り勉強となった。

介護福祉士
看取りに関する事が今までなかったので、良い話が聞けた。家で過ごせることが大事。最期、布
団の中でじゃなくても自宅のどこでも良いのだと学んだ。日頃からの説明、普段の連携、家族との
関係が大事。独居の方を先生やサービスに繋げる難しさ。

管理栄養士
在宅の経験はないが当院でも訪問栄養指導を進めていこうとしている。MCSなど活用出来れば良
い。

抗がん剤治療中の方、初めて担当していてわからないこと多い。

認知症の独居の方の相談をよく受ける。在宅の限界がいつかと考えることが多いが今回のお話
を聞いて、思っていたより家で暮らせるのかなと思った。家族や本人に選択してもらうためには、
まずは支援する側が情報（知識）を知っておかなければいけないなと感じた。

がん治療をしている。外来担当が緩和ケア病棟に繋いだりしている。新田医師へも繋いでいる。
家族がいてもなかなか在宅での支援の難しさを感じる。医師が難しいと在宅に繋げられない。

（経験事例として）入院患者さんで本人は自宅に帰りたいが、遠方の家族の同意が１ヶ月得られ
なかった。退院した翌週に自宅で亡くなった。多職種連携を検討しているがなかなか難しい。

医師

グループワークでの意見（講演の感想とご自身の経験など）
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亡くなる時、苦しくない、痛くないということを知った。勉強になった。

連携が大事。ICTの活用で看取りの幅が広がっている。希望と現実。

住宅型に入っている方の看取りをCMとしてはどこまでやっていけるか

孤独死されていた方の例として、警察が入り独居でも看取りが可能である。

看取りにおいて夜間が不安だったが、座薬を使用する方法を学んだ。

はじめ担当した時、医療が先行して取り残された感じがした。予後がわからなかった。予後を聞い
て良いか戸惑う。在宅診療の名簿があるか質問あり、医師会のホームページなどに在宅医療を
する医師が掲載されていると情報共有した。

お話が非常にためになると思った。

独居看取り経験あり。姪御様が最期来てくれた。経験があまりないが、今回の先生の講演が為に
なった。

独居の最期は勇気がいると思う。新田医師の症例などとても勉強になった。

定期巡回が若松区にはあまりない。訪問ヘルパーでは入れるが看護はあまりない。サービスの
幅が広がれば良い。

とても為になるお話でした。ありがとうございます。

その他
「定期巡回サービスが北九州は少ないんですね」との意見に、「人材確保が大変なんですかね」と
いう意見もみられた。

※グループワークに参加した感想は、アンケート参照

CM


